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本
市
は
、
8
月
16
日
か
ら
の
大

雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
丹
波

市
と
京
都
府
福
知
山
市
に
、
災
害

復
旧
支
援
の
た
め
の
職
員
を
派
遣

し
ま
し
た
。

　

丹
波
市
に
は
、
8
月
18
日
か
ら

給
水
や
廃
棄
物
処
理
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

給
水
支
援
は
現
在
も
続
け
て
い
ま

す
。
同
市
に
は
、
豊
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
呼
び
掛
け
で
、
多
く

の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
駆
け
付

け
ま
し
た
。

　

本
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
福
知
山
市
に
は
、
19

日
か
ら
、
廃
棄
物
の
処
理
や
家
屋

被
害
調
査
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

▲稀少な野生馬タヒをすぐ近くで観察
できた

▲福知山市内での支援活動の様子

▲丹波市内での支援活動の様子

▲（右から）初めての来館で、400万人
目となった古木初美さんと敬次さん

〜
一
日
も
早
く
復
旧
し
ま
す
よ
う
に
〜

大
雨
に
よ
る
被
災
地
・
丹
波
市
と
福
知
山
市
に
災
害
派
遣

〜
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず　

大
草
原
の
国
を
体
感
〜

「
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
使
節
団
」帰
国
報
告
会
を
開
催

〜
開
館
か
ら
14
年  

人
と
自
然
の
共
生
を
Ｐ
Ｒ
〜

祝　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
入
館
者
４
０
０
万
人
達
成
！

【
８
月
】

9
日
・
豊
岡
市
災
害
対
策
本
部
設
置

（
10
日
・
廃
止
）

・
竹
野
・
日
高
・
出
石
・
但
東

地
域
災
害
警
戒
本
部
設
置

（
10
日
・
城
崎
設
置
、
全
地

区
廃
止
）

11
日
・
平
成
26
年
度
ひ
ょ
う
ご
海
外

研
修
員
受
入
れ（
〜
12
日
）

18
日
〜
大
雨
被
災
地
支
援（
丹
波
市
、

19
日
〜
福
知
山
市
）

21
日
・
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
と

の
合
同
水
難
救
助
訓
練

23
日
・
東
日
本
大
震
災
被
災
に
よ
る

三
条
市
へ
の
避
難
者「
豊
岡

市
お
礼
の
旅
」来
訪

27
日
・
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

29
日
・
第
3
回
定
例
市
議
会
開
会

（
〜
9
月
26
日
）

・
第
11
回
全
日
本
一
般
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
〜
9
月

1
日
）

30
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
’14（
〜
31
日
）

【
９
月
】

1
日
・「
永
楽
館
歌
舞
伎
公
演
」製
作

懇
親
会（
大
阪
市
）

2
日
・
最
高
齢
者
、
最
高
齢
夫
婦
祝

福
訪
問

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

本
市
と
モ
ン
ゴ
ル
の
中
学
生
は
、

隔
年
で
相
互
に
友
好
訪
問
を
行
い
、

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
市
が
訪
問
す
る
年

に
当
た
り
、
中
学
生
7
人
を
含
む

11
人
の
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
使

節
団
を
8
月
１
日
か
ら
8
日
ま
で

派
遣
し
ま
し
た
。

　

8
月
28
日
、
同
使
節
団
の
帰
国

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
や
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
自
然
回
帰
に

　

平
成
12
年
6
月
に
開
館
し
た
市

立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
入
館
者

数
が
、
9
月
13
日
、
4
0
0
万
人

に
達
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。　

　

4
0
0
万
人
目
の
入
館
者
は
、

愛
知
県
春
日
井
市
か
ら
来
ら
れ
た

古
木
敬
次
さ
ん
と
初
美
さ
ん
夫
妻
。

本
市
は
、
認
定
書
を
交
付
し
、
記

念
品
を
贈
っ
て
祝
福
し
ま
し
た
。

　

敬
次
さ
ん
は「
大
変
驚
い
た
。

5
人
の
孫
に
恵
ま
れ
て
幸
せ
だ
が
、

取
り
組
む
野
生
馬
タ
ヒ
の
視
察
や

移
動
式
住
居（
ゲ
ル
）で
の
自
然
体

験
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
幸
せ
な
気
分
」と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
建
設
業
協

会
豊
岡
支
部
が
、
災
害
ご
み
搬
送

支
援
の
た
め
に
ダ
ン
プ
20
台
と
40

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

今
夏
の
一
連
の
豪
雨
は
、
西
日

本
な
ど
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
、

土
砂
災
害
の
脅
威
を
見
せ
つ
け
ま

し
た
。
本
市
に
も
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
1
7
4
2
カ
所
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
内
で
は
、
神
戸
市
に

次
い
で
2
番
目
に
多
い
数
で
す
。

　

本
市
は
、
土
砂
災
害
の
大
き
な

危
険
を
抱
え
た
ま
ち
で
あ
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
な
が
ら
、
普
段
か

ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
早

め
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
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城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

好
調
で
す
。
県
か
ら
譲
り
受
け
た

城
崎
大
会
議
館
を
ど
う
使
う
か
。

迷
っ
た
末
に
、
舞
台
芸
術
用
に
無

償
で
貸
し
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

劇
団
な
ど
が
滞
在
し
、
作
品
を
制

作
す
る
場
と
し
て
最
長
3
カ
月
間
、

施
設
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

　

世
界
各
国
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
り
、
今
年
度
は
、
日
本
を
含
む

6
か
国
、
15
の
劇
団
の
滞
在
・
制

作
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
7
月
に

は
俳
優
の
片
桐
は
い
り
さ
ん
ら
が
、

8
月
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ダ
ン
サ

ー
ら
が
滞
在
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

9
月
は
、
日
本
を
代
表
す
る
劇

作
家
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
が
、
フ
ラ

ン
ス
人
俳
優
ら
と
約
1
カ
月
の
滞

在
・
制
作
中
で
す
。
主
演
は
、
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
女
優
賞
受
賞
者

の
イ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
コ
ブ
さ
ん
。

10
月
4
・
5
日
に
世
界
初
演
が
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
な
さ
れ
、
そ
の

後
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

で
公
演
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

6
月
、
日
本
劇
作
家
大
会
を
誘

致
し
ま
し
た
。
劇
作
家
、
俳
優
、

フ
ァ
ン
等
が
集
ま
り
、
延
べ
7
千

人
を
超
え
る
参
加
者
で
活
況
を
呈

し
ま
し
た
。
竹
下
景
子
さ
ん
、
渡

辺
え
り
さ
ん
、
佐
野
史
郎
さ
ん
、

辰
巳
琢
郎
さ
ん
ら
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。「
豊
岡
市
長
殺
人
事
件
」が

起
き
た
の
も
こ
の
大
会
で
し
た
。

　

日
本
中
か
ら
人
々
が
豊
岡
に
集

ま
っ
た
こ
の
期
間
中
に
、
改
め
て

感
じ
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で

い
い
の
だ
、
と
い
う
確
信
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
人
び
と
が

「
上
り
列
車
」に
乗
っ
て
故
郷
を
離

れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
帰
っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
方
は
衰
退
し
、

誇
り
も
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
今
、
豊
岡
は
小
さ
な
世
界
都

市
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん
で
い
ま

す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
は
世

界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
世

界
的
価
値
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
輝
き
始
め
ま

し
た
。

　

素
敵
な
と
こ
ろ
は
世
界
に
た
く

さ
ん
あ
る
、
そ
の
こ
と
は
良
く
知

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
上

で
な
お
、
私
た
ち
は
、
豊
岡
で
い

い
の
だ
。
私
た
ち
は
こ
の
地
に
誇

り
を
持
ち
、
こ
の
地
で
決
然
と
生

き
て
い
く
の
だ
。
そ
の
覚
悟
を
強

く
持
っ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
地
で
い
い
の
だ

83

　

8
月
23
・
24
日
、
城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
、
い
わ
き
総
合
高
等

学
校
演
劇
部
が
、
東
日
本
大
震
災

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
第
3
弾『
あ

ひ
る
月
13
』を
上
演
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
舞
台
芸
術
活
動
や
地

域
と
の
協
働
体
験
を
通
し
て
、
高

校
生
た
ち
の
表
現
力
・
創
造
力
を

育
む
た
め
、
平
成
24
年
の
第
１
弾

か
ら
今
回
ま
で「
高
校
生
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

公
募
で
集
ま
っ
た
但
馬
の
高
校

生
た
ち
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ（
実

行
委
員
）と
し
て
、
毎
回
、
準
備
か

ら
片
付
け
ま
で
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
は
市
内
外
か
ら
の
観

客
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。　

　

い
わ
き
で
生
き
る
リ
ア
ル
な
日

常
を
描
き
、
今
の
気
持
ち
を
正
直

に
、
真
正
面
か
ら
表
現
し
た
演
劇

　

8
月
23
日
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
で
、
新
潟
県
三
条
市
に
避

難
し
て
い
る
方
々
の
代
表
10
人
が
、

本
市
に
来
訪
し
ま
し
た
。 

　
「
さ
ん
じ
ょ
う
∞
ふ
く
し
ま

『
結
』の
会
」代
表
の
佐
竹　

紀お
さ
む
さ

ん
は「
4
年
に
な
る
避
難
生
活
は

言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
。
復
興

を
感
じ
な
が
ら
も
原
発
で
は
暗
い

現
実
が
あ
る
。
豊
岡
市
か
ら
の

温
か
い
支
援
で『
忘
れ
ら
れ
て
い

な
い
』と
思
え
る
こ
と
が
励
み
に

な
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
人
の
中
学
3
年
生
が

「
震
災
直
後
に
豊
岡
市
か
ら
新
し

〜
か
つ
て
、豊
岡
市
に
も
全
国
か
ら
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
〜

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
･
新
潟
県
三
条
市
に
避
難
し
て
い
る
方
々
が
お
礼
に
来
訪

〜
感
動
、高
校
生
同
士
の
絆　

３
年
間
で
得
た
も
の
は
大
き
い
〜

福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
校
演
劇
部
豊
岡
公
演
･
今
年
は『
あ
ひ
る
月
13
』を
上
演

は
、
観
る
人
に
深
い
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

▲城崎でＰＲをす
る地元高校生

 ▲『あひる月13』の一場面

▲コウノトリ文化館で記念撮影

い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
贈
ら
れ
て
き
た
。

迅
速
で
驚
き
、
み
ん
な
が
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
豊
岡
市
が

第
2
の
ふ
る
さ
と
に
思
え
る
」な

ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
水
害
の
経
験
か

ら
、
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
つ
ら
さ

は
知
っ
て
い
る
。
豊
岡
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
も
住
め
る
ま
ち
を
取
り
戻
し

た
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
を
取
り

戻
す
希
望
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。


